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川崎市長

福田紀彦
東京大学

目黒公郎教授

関東大震災１０ ０ 年特別対談の動画については、令和５ 年９ 月１日より 、

「 川崎市ぼう さ いチャンネル」にて配信し ます。

関東大震災100年
特別対談

対談のW E B 配信について
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１９２ ３ 年９ 月１日に起こった大正関東地震によって

甚大な被害が引き起こさ れた関東大震災からの復興が進む中、

翌１９２４ 年７ 月１日に川崎市が誕生しました。

この１０ ０ 年の間にも震度６ を超える地震は全国各地で起こっており 、

首都圏を震源と する大地震もいつ起きてもおかし く ないと 言われています。

大地震が起きた時に地域がどのよう な状況になり 、

自助・ 共助・ 公助がそれぞれどのよう に行動するのかを知ること が備えの第一歩と なります。

川崎市民一人ひとり の防災力が高く 災害に強いまちであるために、

関東大震災から10 0 年を機に過去の震災の出来事を自分事として捉え

大地震が起こったときの状況を想像し 、今備えるべき物や行動について見直してみませんか。

川崎市制が始まったころの川崎市役所。

庁舎は震災被害を受けた川崎町の建物につっかえ棒で

応急処置し たも のだった。

令和５ 年11 月から 本格供用開始する

川崎市役所本庁舎。
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関東大震災に学ぶ
地震を学び、自身を見直し 、
備えに自信を

関東大震災はどのよう な

災害だったのか？

　 被災した都市は、遠方の自治体や関係機関から支援を受けます

が、被災した側でどのよう に支援を受け入れるか受援体制を整え

ておかなければスムーズな支援につながりません。

　 新し く なる川崎市本庁舎は、受援を想定し 設計さ れています。

低層階には他都市や関係機関からの応援職員が活動できるよう

会議室を集約し 、大きく 開けたアト リウムは多用途に使用するこ

と ができます。 詳しく は動画でご確認く ださ い。

　 災害への対応は、「 自助」「 共助」「 公助」の３ つがあり 、地域防

災力の向上にはこの３ つのバランスが重要と なります。しかし 、

災害時には、誰かが助けてく れるだろう と 考えがちです。災害時

に自分の身を守ること ができるのは自分だけと いう 気持ちが重

要と なります。

　 休日や夜間などに災害が起きた場合、行政も活動を開始するま

でには時間がかかります。災害対応の体制を整えながら 、消火・ 延

焼防止活動を開始し 、同時に地域の被災状況の確認を始めます。

　 また、救助活動や他都市等の支援を受けるために必要な緊急

輸送路を確保するなど緊急性の高い業務から活動を開始します。

　 大きな地震であるほど、行政の職員がすぐに地域に救助・ 支援

に向かうことは難しく なります。

　 こうした状況では、自分の身を自分で守る備えや、地域の支え合

いによる救助・ 消火活動などが、被害の拡大防止に繋がります。

「 自助」「 共助」「 公助」の限界を知ろう

自治体同士も 助け合います

　 ２０２ ３ 年は、関東大震災から1 0 0 年の節目にあたります。

　 この機会に改めて地震への備えをしていただく ためにも 、ま

ずは大地震が起きた時にどの様なこと が地域で起きるのか、

自分がその時に何が出来るのかをイメ ージすること が重要で

す。過去の地震災害を自分事として捉え、被災地の経験を共有

し ながら 、地域や個人で出来る備えについて見直すきっかけと

しましょう 。

　 1 9 2 3 年9 月1 日１１ 時５ ８ 分に、相模ト ラフ

の断層を震源と するマグニチュード 7 .9 の大正

関東地震が発生し まし た。こ れにより 、建物全

壊が11万棟以上、2 1万棟以上が焼失し 、死者・

行方不明者は1 0 万人以上にのぼり 、その他に

も10 ｍを超える津波や土砂災害もありました。

　 経済被害はＧ Ｄ Ｐ（ 国内総生産）の4 割を

超え、まさ に国難級の災害でし た。

本庁舎アト リウム 本庁舎3 階会議室

　 川崎市が誕生した９ ９ 年前の人口が約５

万人で現在は１５ ４ 万人と 約３０ 倍になりま

し た。人口密度でいえば政令市では大阪市

に次いで２ 番目の高さ です。今、関東大震災

の様な大きな地震が起きた時に被害は比較

にならないほど大きいと 想像しています。

　 地震の被害は、どこでどんな地震が起こ

るか、人口や都市の構造などの地域特性や

発災時刻などによって変わります。

　 ゆえに、この１０ ０ 年での地域特性の変化

を正しく 理解すること が不可欠です。

目黒 公郎 先生

（ めぐろ  きみろう ）

東京大学教授（ 工学博士）、大学院情報学環総合防災情報研究セン タ ー

長、専門は都市震災軽減工学、国際防災戦略。内閣府本府参与、日本地震

工学会会長、地域安全学会会長、日本自然災害学会会長、国連大学、放送

大学、東工大、東北大などの特任教授を歴任。川崎市防災対策検討委員会

委員長を 務めている。川崎市在住。

　 最近の災害を見ると 、行政が自分

たちの能力を 超える規模の災害に

対応し な ければいけな い 事例が

時々発生しています。

　 公助の限界と いう のはありま

す。災害時に行政が何を優先し

て考えるか、何が出来るのかを

正し く 市民の皆さ んに伝えて、

市民の皆さんに何をお願いした

いのか、一緒に考えていかない

と いけないですね。

川崎市長  福田紀彦
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●自分の地域を襲う 可能性の高い

　 地震について理解します。

ステッ プ❶

敵を知る

ステッ プ❷

己を知る

●住んでいる場所の地理的状況や

　 周辺の危険性を把握します。

●公助の取組を確認します。

●自助の取組を確認します。

●起こり 得る災害に対し 、

　 自分がどのよう な状況に置かれるかを

　 想像します。 （ 4 、5 ページ参照）

ステッ プ❸

災害イマジネーショ ン

地震が起きるまでの時間、どのよう に有効に使いますか？

備えの極意

敵を知り 、
己を知れば百戦危う からず

　 災害対応において命を守るためには、まず相手と なる災害につい

て知ること が大事です。相手を研究し自分の得意・ 不得意について理

解すればどんな災害にも立ち向かう こと ができます。

　 過去の災害や市が作成する被害想定などから災害が起きた時の

状況を想像すること で、地震が起きた時にとるべき行動をイメ ージ

すること ができます。これが「 災害イマジネーショ ン」です。

　 災害イマジネーショ ンにより 災害時に自分がどのよう な状況に置

かれるかを想像すること で、自分に足りない備えを具体的にイメ ージ

すること が出来ます。

　 次のページでは、冬の１８ 時に川崎市を直下と する最大震度７ の地震が起きたこと を 想定しています。

地震は、家にいる時に起きると は限りません。仕事やレジャーで遠い場所にいる場合など、様々なシーンを

想定しておく と 良いでしょ う 。

　 ステッ プ１で想定した地震が起きた時に、自分がどのよう な状況に置かれるかを想像します。

その時に重要と なるのが、自分がいる場所の危険性やいつ、どのよう な支援が受けられるのか。また、支援を

受けられるよう になるまで自分が何をすればよいのかを想像することです。

　 ステッ プ１・ ２ で確認した地震、その時に自分が置かれる状況をもと に、自分がどのよう に行動するのかを

想像してみましょう 。想像し にく い場合は、次のページの下部の「 地域の主な活動」の段に一つのイメ ージを記

載しています。これをもとに自分の情報に置き換えて想像してみると 始めやすいかもし れません。

　 首都圏を震源と する大地震は、今後３０ 年以内に７０ ％の確率で起きると 言われています。しかし 、地震はいつ起こるか

分かりません。今起きたら？ 明日起きたら？ １か月後起きたら？ を考えながら 、今できる備えを始めること が重要です。

　 ステッ プ３ で想像し た災害時の自分の行動をより良いも のと するために、今何をすること ができるのかを考えるこ

と が、備えの第一歩です。また、備える際には、6 ページを参考に日々の生活の中で、平時と 有事を分けず、日常の中で

備えること で、生活の質を向上さ せ、持続可能な備えにすること ができます。

　 川崎市で起こる地震、被害

想定は「 地域防災計画」で確

認すること ができます。

敵を知るためには？

己を知るためには？

　 自宅付近の危険個所は、

各種ハザード マッ プ で確認

できます。「 土砂災害」や「 津

波」に加え、「 ゆれやすさ 」や

「 大規模盛土造成地」などの

確認も有用です。必要な備え

は「 備える。かわさ き」で確認

できます。

正し く 備えるためのステッ プ

地域防災計画

ハザード マッ プ

備える。かわさ き
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　「 発災」から「 ３ 、４ 日後」までの４ つのフェーズでの被害状況やそのと きの行政の取組をイメ ージしたら 、

「 地域の主な活動」のと ころでチェッ クをしてみて、備えを始めましょ う 。

　 川崎市直下を震源と するマグニチュード 7 .3  、最大震度７ の地震が発生しました。

市内で2 0 0 件以上の火災が発生し まし た。電気・ ガスは供給停止、水道や下水道

も 多く の世帯で使用できなく なり まし た。

電車は運行を 停止、通信も 繋がり にく く な

り まし た。発災
　 市内では断続的に震度４ ～５ 強の余震が起き 、そのたびに新たな被害が発生し

ていきます。初期消火できなかった延焼が続いています。多く の市民が危険を 逃

れ、安全な場所に留まっています。同時に、多く の負傷者は救急車で運ばれるか、自

力で病院に集まっています。

数時間後（ ～６ 時間）

被
害
の
状
況

行
政
の
主
な
取
組

地
域
の
主
な
活
動

職員参集・ 体制確保 （ 対策本部等）

消火・ 延焼防止活動

被害状況確認

医療体制確認・ 確保

救助・ 救出活動

身の安全確保 安否確認

身の安全確保 家庭内初期消火 救助・ 救命・ 初期消火 初期消火できる範囲や方法などは確認できていますか？

家族の安否確認

近所同士で声掛け合い、助け合い

一時避難 在宅避難生活

自宅の備蓄を消費

情報収集

安否確認

　 重症者の受け入れが優先のため、軽症

者等は地域や家庭での手当・ 看護が必要

になります。

チェ ッ ク

自宅内で、家具の固定など安全対策はできていますか？
チェッ ク

一時避難する 場所は確認できていますか？
チェッ ク

非常持ち出し 袋の用意は確認できていますか？
チェッ ク

安否確認方法（ 災害用伝言版 w e b17 1 、ラインなど）は確認できていますか？
チェ ッ ク

日頃から 近所の方と 挨拶などできていますか？
チェ ッ ク

停電・ 断水の状況で何日も 自宅で過ごす   準
チェッ ク

川崎市直下

マグニチュード 7.3

最大震度７

２ ０ ⅩⅩ年、川崎市で大地震が発生！

あなたはどう する！？

　 消防はすぐ に来ると は限り ません。そのた

め、地域や家庭での初期消火をどれだけしっ

かり できるかが延焼防止のために重要です。

　 阪神・ 淡路大震災の時は、被災家屋から 助け出

さ れた人々の約２ 割が消防によるも ので、残り の約

８ 割は自力または地域住民によるも のでし た。被

災直後の救命救急では、地域の救助活動がと ても

重要になり ます。

　 高層マンショ ンにお住まいの場合は、長周期地震

動により 大きな揺れが長時間続く 場合があるので家

具の転倒や移動などに注意し ましょ う 。

　 ト イレが使用できないこ と を

前提とした備えが必要です。



勤務先等から 帰宅

0 5

●大地震はいつ発生するか分かりません。そのため、発生時の季節や天候、曜日や時刻などの条件をいろいろ考えてみると 、「 自分

が直面する状況」や「 自分が取るべき行動」も 変わります。 そのよう に考えを膨らませること で「 新たに必要な備え」が見えてきます。

川崎市直下の
地震（ 冬の18 時）の

被害想定

●急傾斜地崩壊

●建物全壊数

●建物半壊数

●出火

●延焼焼失

●死者

●負傷者

●上水道

●下水道

●電力

●避難者

●帰宅困難者

15 ,8 2 2 人

約3 5 万世帯断水（ 3 日目まで）  

約2 8 万世帯で機能支障（ 発災直後）

約4 0 万件で停電（ 発災直後）

3 61 ,0 7 7 人

3 4 ,61 6 人

3 1 4 箇所

2 2 ,3 2 9 棟

4 9 ,7 9 8 棟

2 4 3 件

16 ,3 9 5 棟

8 19 人

川崎市に大地震が

起きた日

被害想定調査

　 地震発生の翌日になっても 、市内では震度６ 弱の大きな余震が発生するなど予断

を許さ ない状況のままです。家屋を 失い、長期の避難が必要と なった市民は1 0 万人

以上にのぼり 、避難所での生活を余儀なく さ れています。一方、自宅の安全が確認で

きたために、避難所から自宅へ帰る人も 現れはじ めています。

1日後（ ～24時間）

　 余震は相変わらず続いていますが、火災はほと んど鎮火しました。避難所でも 、避難

所運営会議のメ ンバーだけでなく 、避難者自身も 一緒に運営に加わり はじ めまし た。

一方、多く の市民はラ イフラインに支障がある中、自宅で生活（ 在宅避難）をしており 、

備蓄品が底をつく 家庭も 徐々に増えてきました。

3、4日後（ ～96時間）

道路啓開作業 （ 緊急車両等の通行路確保）

応急給水拠点の開設

避難所運営   （ 在宅避難できない方は避難所生活）

水・ 支援物資の確保

　 道路が通れなければ、救助活動や被災地外から

の応援や支援物資が届きません。

　 避難所の開設には一定の時間を要します。

発災直後から利用できるわけではありません。

徒歩での帰宅ルート の確認などは確認できていますか？
チェ ッ ク

避難所での生活や運営について知ってますか？
チェ ッ ク

す   準備は整っていますか？ （ 携帯・ 簡易ト イレ、生活用水、着替え、灯り 対策、寒さ 暑さ 対策等）

最低でも１週間程度は自宅の備蓄品等でし のぐ必要があります。家族分の備えはできていますか？ （ 食料、飲料水、ト イレ用品、衛生用品等）
チェ ッ ク

応急給水拠点の場所や
何を持っていけばよいかなど確認できていますか？

チェ ッ ク

避難所支援

受援（ 他都市・ 他機関の応援受け入れ）

ポ イ ン ト
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平時のと きも 有事のと きも 、
美味し いも のを食べたい！

　 防災は大地震などへの備えだけではありませ

ん。また、家にいる時だけ災害が起こるとは限り

ません。普段の生活にちょっと ひと 工夫すること

で、停電や外出先でのト ラブルなどがあった時

にも落ち着いて対応すること ができます。

　 今回「 溝の口減災ガールズ」さんに、肉野菜の

生姜味噌風をパッ ククッ キングで調理する方法

を教えていただきました。ツナや大豆ミ ート など

好みの食材を常備し 、普段の料理で消費し なが

ら買い足していく ローリ ングスト ッ ク（ 循環備

蓄）を実践することで、常に自宅に食材がある状

態となり災害時への備えにもなります。カセット

コンロがあるとさらに安心ですね。

　 食べ慣れた味は体も心も 癒してく れます。普段は炒める料理もパッククッキングでで

きます。災害時には効率良い調理方法なので一度体験すると 備えにつながると 思いま

す。詳しい方法は市HPに掲載中。みんなで作って楽しく 食べて、夏バテも吹き飛ばそう！

●懐中電灯がない！
　 スマートフォンは持っていますか？ スマートフォンにはライト 機能が付いています。

普段から使う 練習をしておけばいざという 時に慌てずに済みます。 

　 モバイルバッ テリ ーを普段から活用すれば長時間の使用も安心です。

●通勤・ 通学時に一駅手前から歩いてみる！
　 長く 歩く こと で健康増進になりますね。歩く ときに倒れてきそう な危険個所がない

かなどチェッ ク すること もできます。 さらに！急な天候の変化に備えて大きめのごみ

袋をカバンに入れておけば雨具にもなるし 安心です。

無意識に備える防災のヒント

　 災害イマジネーショ ンをした時に、「 災害時に自分がどのよう な状況に

なるか」「 その時に必要な物は何か」を考えること ができます。４ ページ、

５ ページの表を使いながら家庭で必要となる備えを確認しましょう 。

　 実は、備えが不十分と 思っていても 、家庭内をチェ ッ クしてみると 、

備えているつもり はないけど備えができているこ と も あり ます。例え

ば、長期保存のきく 備蓄食を買わなく ても 、週末にまと め買いをして

いる家庭であれば１ 週間分の食料はすでに確保できています。この場

合、防災の観点でもう２ ～３ 日分の食料を買い足すだけで家庭の防災

力は向上し ます。

災害時だけじゃもったいない

“ 備えない”けど
“ 備えちゃう ”防災を
始めませんか?

　 災害はいつ、どこで起こるかわからないため、災害への備えを負担に感じ る方も多いと

思います。しかし 、この先、高い確率で発生する大地震への備えは必要です。

　 平時と 有事の境界をなく し 、平時の生活の質の向上を目的に、「 平常時用の備えや活動

が災害時にも活かさ れる」「 普段使いしているものが災害時にも活用できる」と いうフェー

ズフリ ーの考え方で、災害に備えてみませんか。

　 また、簡易ト イレなどのよう に、日常使わないために備蓄が必要な

物も ありますが、こ れも ペット を飼っている家庭であれば、ペット 用の

ト イレ砂で代用できます。このよう に、本当に家庭に不足している物は

何かを考えて備えるよう にすれば精神的な負担も減ります。さらに、防

災用品を買う 時に、フェーズフリ ーの視点で、日常使いできるかどう か

で選ぶこと で無駄も なく なります。防災用品を日常的に使う 新たな生

活様式を始めてみませんか。

家庭の備えをチェッ クしてみよう

① 材料 ●大豆ミ ート 約9 0 g（ ブロックタイプ） ※豚肉でも可

●キャベツ 葉１枚 ●ピーマン １個●味噌 大さじ1  ●おろし生姜 

（ チューブで２ cm） ●砂糖 小さじ１●みりん 小さじ１

★今回豚肉ではなく 大豆ミ ート を使用★ポリ 袋は耐熱性のある

高密度ポリエチレン素材のものを必ず使用してく ださい。

② 野菜は適度にちぎってポリ 袋に材料全て入れて揉み

込んだら袋の空気を抜いて上部で縛って湯煎。

③ 袋を返して両面加熱。大豆ミ ートで10 分、生肉だと15

～2 0 分で出来上がり 。ねっ、簡単でしょ！

① ② ③

　 いつもの時も 、もし もの時も

つながりがある地域はまちとし

ての価値も高く なります。

　 これもフェーズフリーですね。

　 災害は時間的にも 空間的にも 、と ても 限定的

な現象なので、災害時にのみ有効な対策にお金

をかけるのは難し い。こ れからは、防災対策への

意識を「 コ スト から バリュー（ 価値）へ」、そして

「 フェーズフリ ー」にしていく こと が大切です。

　 私の研究室の調査から 、一般的な家庭ではだいたい７ 日分の食料は収納

スペースや冷蔵庫に入っていること がわかっています。みなさん、意識してい

なく と も 、それなり の備えができていると いう こと です。後は、電気が止まっ

た時にどの順番で食べていく かをイメージしておく こと が重要です。
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自助・ 共助・ 公助の一体感を高めるイベント

市総合防災訓練に参加してみませんか？

　 東京大学目黒教授ら が設立し た災害対策ト

レーニングセンター（ D M TC： D is a s te r  M a n a g e m e n t  

Tr a in i n g  Ce n t e r）では、災害対応に必要な行動を

標準化しています。

　 川崎市では、こう し た新たな 手法を 用い、自

主防災組織の皆さ んと 研修などの場を 活用し

て災害対応について相互理解を 進め、災害対応

の標準化を始めています。

こ んな取組も 始まっています

居住スペース設置訓練の様子 参加者によるパッククッ キングの実践の様子

　 本市では、防災訓練を誰でも 実施できるツールとして、「 みんな

で訓練４ ８ 」を作成し 、普及啓発をしています。訓練手順をイラス

ト 中心に掲載し 、訓練の狙いと 効果や、訓練実施に必要な物品等

を記載しています。

　 地域での防災訓練等でも 、こうした家庭でもできることを地域

に広めていく など活用してみませんか。　 詳細は、市HPで。

　 例えば、毛布と 物干し 竿で簡易的な担架を作る方法や、少ない水と 限ら れた熱源で

上手に調理するポリ 袋クッ キング（ パッ ククッ キング）など、家庭でもできる訓練内容に

なっています。

家庭で、地域で防災訓練

「 みんなで訓練４ ８ 」で始めませんか？

みんなでスタート ラインに立ち、ヨ ーイドン！

チーム川崎のつく り 方
　 災害時の地域・ 行政の活動や対応手順をあらかじ め定めておき 、みんなが

共通認識しておく こと で災害対応はスムーズになります。

平時から 相互理解を深めること が重要です

　 阪神・ 淡路大震災の時に、神戸市に支援に入った他都市の消防隊が持ち込んだ消火

ホースと 現地の消火栓の規格が合わず活動が円滑に進まなかった事例があり まし た。

　 こう し た経験を 踏まえ、災害対応の標準化が進みまし た。災害時に使う 機材の標準

化はもちろん、訓練を 通じ て、災害対応の手順を 共有し 、標準化しておく こ と により 、

災害対応が円滑に進みます。

　 行政の中では日々訓練を通じ 、対応の標準化が進んでいますが、地域の自主防災組織

をはじ め、市民の皆さんと も 行政の取組内容や公助の限界などを共有し 、行政が支援に

入れない場合の対応についてあらかじ め話し 合っておく こと で災害時の対応がスムーズ

に進みます。平時からコミ ュニケーショ ンを図り 相互理解を深めること が重要です。

　 災害時にスムーズに活動す

るためには、対応や用語に対す

る 標準化が必要です。 地域で

できるこ と と しては、例えば初

期消火の方法や避難所運営方

法など を 標準化していると 良

いですね。

　 自治体同士や関係機関では、訓

練を通して災害対応の標準化が

始まっています。地域の自主防災

組織をはじ め、市民の皆さんと も

訓練を通じ て標準化が出来ると

地域防災力が向上しますね。

W EB で見ながら 進めてい

く こ と もできるし 、印刷す

れ ば カ ード 化 も で き て

配ったり もできます。

日時： 令和５ 年９月３ 日（ 日）午前９ 時～正午まで

場所： 菅多目的広場（ 川崎市多摩区菅野戸呂）、

　 　   川崎市立南菅中学校（ 川崎市多摩区菅馬場4 －1－1 ） ほか

　 総合防災訓練は、関係機関が集まって訓練するためだけの場で

はありません。平時から 、地域の皆さん同士が顔を合わせる地域

のコミ ュニティ づく りの場でもあり 、市民の皆さんが正し い防災情

報や知識を得る場でもあります。

　 正しい備えを始めるためにも 、ぜひ一度参加してみませんか。

●救出救護訓練
大地震発生から 数時間後の状況における市及び防災関係機関が相互に連携した情報

収集・ 道路啓開・ 救出救護・ 災害時応急医療等の訓練を実施します。

●避難所運営訓練
発災から3 、4 日経った避難所運営や医療・ 支援物資緊急輸送・ ライフライン応急・ 復旧

等の訓練を地域と 関係機関が連携して実施し ます。また、防災体験（ VR体験、初期消

火、応急救護等）や防災啓発を実施します。



本広報紙が汚損・ 破損など、配布に関するお問い合わせは

メ ディ ア・ ソリューショ ン・ センタ ー・ ポスティ ングコ ールセンタ ーまでご連絡く ださ い。

（ 電話： 012 0 -2 21-52 3 、  FA X： 0 42-59 5 -92 2 5 、  月～土曜日 9 時～18 時）

　 洪水、内水氾濫、土砂災害、津波などの危険区域を地図に示したハザード

マップや、発令中の避難情報、避難所開設情報を地図で確認できます。

　 川崎市に関する緊急情報、地震、天

気・ 気象情報、排水ポンプ 車活動情

報、防災無線の放送内容等を配信す

る登録制メール配信サービスです。

　 避難情報、公共情報、防災マッ プ・

ハザード マッ プ、気象情報等を確認

できます。災害時には避難所の混雑

状況も確認できます。

　 災害が起きた場合は、川崎市役所

と 連携して身近な市内の災害情報、

安否情報、ライフライン情報等を提

供します。

　 ぜひ、皆さ んの防災に関する備えなどを教えてく ださ い。

アンケート の回答は今後の防災対策の参考と さ せていただきます。

※アンケート 用紙は各区役所危機管理担当でも 配布しています。

ＳＤ Ｇｓ の基本理念である、誰一人取り 残さ ないまちを

目指すために地域のつながり が重要と なります。

平時から の良好なコミ ュニティ はまちづく り や福祉に活かさ れ、

災害時には共助につながります。

この１０ ０ 年で川崎市は大きく 発展を 遂げました。

次の１０ ０ 年も 持続可能な、魅力あふれるまちと するため、

改めて地域のつながり を考えてみませんか。

メ ールニュースかわさ き

「 防災気象情報」
かわさ き 防災アプリ

　 震災10 0 年事業及び市制10 0 周年記念プレ事業として、市長

特別対談等の情報を掲載しています。本タブロイド 紙の電子版も

こちらのページから確認できます。

川崎市防災ポータルサイト かわさ きFM

備える 。かわさ き0 8 号外！

2024年 川崎市は

市制100周年をむかえます。

次の100年も

持続可能なまちであるために。

未 来 の 防 災リ ー ダ ー た ち へ

市民防災意識
アンケート

W EBでの回答は

こちらから

区の防災訓練に

親子で参加

防災マッ プづく り に

チャレンジ

防災キャンプ で炊き出し 訓練

初期消火訓練に参加

　 災害用伝言ダイヤル『 17 1 』や災害用伝言板『 w e b17 1 』は、災害時の安否確認に有効な

方法です。いざと いう 時にスムーズに使えるよう 、無料体験期間※に練習しておきましょ う 。

※毎月1日・ 15 日・ 三が日、防災週間（ 8 /3 0 ～9 /５ ）、防災と ボランティ ア週間（ 1/15 ～1/2 1 ）

災害用伝言ダイヤル・ 災害用伝言板川崎ぼう さ い1 0 0  特設ページ

　 今子ども の皆さ んが大人になるまでの間に大地震が起

こる 確率が非常に高く なっています。その時に、自分の命、

大切な家族や友達を 守るためには、どのよう に行動し たら

よいかを 考えていただきたいと 思います。安心して暮らせ

るまちを目指して一緒に考えましょ う 。

　 こ れから 3 0 年と か5 0 年ぐ ら いの間に、大地震は高い

確率で 起こると 考えら れています。そのと き 、自分の命や

大切な人を守れるのはあなたたちです。

　 あなたたち一人ひと り が、今から 防災力を高めていく こ

と で、災害に強い日本や川崎市を 作っていく のです。若い

皆さ んに大いに期待しています。

w e b17 1

17 1


